
さ
る
十
一
月
三
〇
日
、
南

労
会
支
部
定
期
大
会
を
、
田

中
機
械
の
中
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

み
な
と
合
同
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。
南
労
会

争
議
解
決
後
、
二
度
目
の
定

期
大
会
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と
合
同
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
に
は
争
議
中
か
ら

被
解
雇
者
以
外
の
ス
タ
ッ
フ

も
入
社
し
、
南
労
会
闘
争
を

支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
仲
間
十
人
が
、
こ
の
間

南
労
会
支
部
に
加
盟
。
全
員

が
大
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

紀
和
病
院
に
転
勤
中
の
ｉ
組

合
員
、
歯
科
衛
生
士
の
Ｓ
組

合
員
（
十
月
一
日
～
）
も
出

席
。
初
顔
合
わ
せ
の
組
合
員

も
お
り
、
大
会
は
自
己
紹
介

か
ら
始
ま
り
、
支
部
の
新
た

な
門
出
を
実
感
し
ま
し
た
。

港
合
同
か
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み

な
と
代
表
理
事
で
も
あ
る
玉

置
事
務
局
長
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

松
浦
診
療
所
再
建
は
途
上

職
場
に
団
結
と
連
帯
を

こ
の
一
年
、
組
合
は
松
浦

診
療
所
再
建
の
協
力
を
し
て

き
ま
し
た
が
目
処
は
た
っ
て

い
ま
せ
ん
。

歯
科
の
赤
字
を
理
由
に
し

た
衛
生
士
組
合
員
へ
の
転
勤

命
令
に
つ
い
て
は
、
団
交
は

重
ね
た
も
の
の
、
結
局
「
転

勤
あ
り
き
」
の
不
誠
実
団
交

で
し
た
。
今
後
発
生
す
る
組

合
員
の
退
職
金
問
題
に
つ
い

て
も
「
争
議
を
理
由
に
し
て

組
合
員
に
不
利
益
を
及
ぼ
さ

な
い
」
和
解
条
項
と
抵
触
す

る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

真
に
労
働
組
合
を
尊
重
し

た
労
使
関
係
の
確
立
、
松
浦

診
療
所
の
再
建
、
退
職
金
問

題
、
非
正
規
雇
用
が
大
半
の

非
組
合
員
と
の
交
流
と
団
結

な
ど
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

労
働
者
事
業
と
し
て

支
部
の
活
動
の
も
う
一
つ

の
柱
は
、
港
合
同
の
運
動
の
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一
環
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と

合
同
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
地
域

住
民
の
介
護
・
福
祉
の
よ
り

所
と
な
る
労
働
者
事
業
と
し

て
確
立
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

そ
の
為
に
は
ス
タ
ッ
フ
全
員

の
組
合
員
化
は
必
須
条
件
で

す
。
民
主
的
で
堅
実
な
運
営

を
め
ざ
し
運
営
委
員
会
の
設

置
を
決
め
ま
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
産

安
倍
の
暴
走
を
と
め
よ
う
！

時
あ
た
か
も
衆
議
院
解
散

直
後
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破

産
必
至
と
い
う
中
で
、
血
税

六
～
七
百
億
円
を
つ
ぎ
込
ん

で
、
権
力
延
命
の
た
め
に
や

る
総
選
挙
で
す
。

安
倍
政
権
の
二
年
間
を
見

極
め
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
為
に
も
意
義
あ
る
大
会

に
、
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
の
蔓
延

安
倍
政
権
は
格
差
と
貧
困

を
著
し
く
拡
大
し
、
国
・
地

方
の
借
金
を
八
〇
兆
円
も
増

や
し
て
き
ま
し
た
。
安
倍
ご

自
慢
の
「
雇
用
拡
大
」
の
中

味
は
非
正
規
雇
用
で
す
。
今

や
四
割
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

実
質
賃
金
は
十
五
ヵ
月
連
続

で
前
年
よ
り
下
が
り
、
年
収

二
百
万
円
以
下
が
四
人
に
一

人
、
全
世
帯
の
三
割
が
貯
蓄

ゼ
ロ
。
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

恩
恵
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で
」

な
ん
て
あ
り
え
ま
せ
ん
。

輸
出
大
企
業
は
優
遇

他
方
で
輸
出
大
企
業
は
円

安
、
消
費
増
税
、
株
価
上
昇

で
ホ
ク
ホ
ク
。
増
収
増
益
を

記
録
し
て
い
ま
す
。
十
三
年

度
末
、
内
部
留
保
は
三
〇
四

兆
円
、
ト
ヨ
タ
だ
け
で
十
五

兆
四
千
億
円
で
す
。

戦
争
す
る
国
づ
く
り

軍
隊
は
国
民
を
守
ら
な
い

秘
密
保
護
法
・
辺
野
古
基

地
建
設
強
行
、
集
団
的
自
衛

権
容
認
閣
議
決
定
な
ど
戦
争

へ
と
突
進
し
て
き
ま
し
た
。

同
盟
国
ア
メ
リ
カ
と
地
球

の
裏
ま
で
も
行
き
、
殺
し
殺

さ
れ
る
戦
争
が
で
き
る
国
に

な
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
国
民

の
自
由
と
暮
ら
し
を
守
る
」

こ
と
に
な
る
の
か
？

中
国
や
朝
鮮
の
民
衆
は
私

た
ち
の
敵
な
の
か
？
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仲
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加
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開
催
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れ
た
大
会
の
様
子



「
国
益
を
守
る
」
と
は
労

働
者
民
衆
の
利
益
を
守
る
こ

と
な
の
か
？
戦
争
の
歴
史
は

「
軍
隊
は
民
衆
を
守
ら
な
い
」

事
を
教
え
て
い
ま
す
。

日
米
軍
事
同
盟
こ
そ
脅
威

日
米
の
軍
事
費
だ
け
で
世

界
の
軍
事
費
の
四
二
％
強
。

米
の
核
弾
頭
は
七
七
〇
〇
発
。

日
本
の
保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
長
崎
型
原
爆
の
五
千

～
八
千
発
分
。
北
朝
鮮
は
六

～
十
四
発
分
（
米
の
推
計
）

日
米
韓
軍
事
同
盟
こ
そ
ア

ジ
ア
の
最
大
の
脅
威
で
す
。

労
働
法
制
改
悪
が

成
長
戦
略
？
！

労
働
者
保
護
の
た
め
の
規

制
を
「
規
制
の
岩
盤
」
と
称

し
、
破
壊
の
対
象
と
す
る
派

遣
法
大
改
悪
や
労
働
法
制
の

全
面
的
解
体
攻
撃
も
激
化
し

て
き
ま
し
た
。
「
世
界
で
一

番
企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」

と
は
自
由
自
在
に
労
働
者
を

出
し
入
れ
し
て
こ
き
使
い
、

血
の
一
滴
ま
で
搾
り
取
れ
る

国
の
こ
と
。
こ
れ
が
「
成
長

戦
略
」
だ
と
い
う
の
だ
か
ら

許
せ
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
の
全
面
的
解
体

「
社
会
保
障
制
度
を
持
続

可
能
に
」
「
そ
の
た
め
の
税

と
の
一
体
改
革
」
と
い
う
名

目
で
進
め
ら
れ
て
き
た
社
会

保
障
制
度
改
革
。
実
は
改
革

な
ら
ぬ
解
体
攻
撃
で
す
。
今

年
六
月
成
立
の
医
療
介
護
総

合
確
保
法
で
来
年
四
月
か
ら

具
体
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

生
活
保
護
制
度
大
改
悪
は

そ
の
さ
き
が
け
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
介
護
認
定

が
要
支
援
の
人
は
切
捨
て
ら

れ
、
自
己
負
担
と
保
険
料
は

値
上
げ
、
金
が
な
い
者
は
介

護
は
受
け
ら
れ
な
い
事
態
と

な
り
ま
す
。

介
護
労
働
者
の
課
題

介
護
労
働
者
は
他
業
種
よ

り
年
収
が
百
万
円
も
低
く
、

心
身
共
に
過
酷
な
感
情
労
働

を
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
労

働
条
件
改
善
は
待
っ
た
な
し

の
課
題
。
そ
の
た
め
に
も
介

護
保
険
の
大
改
悪
と
闘
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
費
増
税
と
大
企
業
優
遇

「
社
会
保
障
の
た
め
に
」

は
口
実
で
、
実
際
に
は
大
企

業
と
金
持
ち
に
は
減
税
、
そ

の
分
を
消
費
税
で
埋
め
合
わ

せ
て
き
た
の
が
消
費
税
の
歴

史
。
財
源
は
金
持
ち
と
大
企

業
の
懐
の
中
に
あ
る
の
で
す
。

医
療
を
戦
略
産
業
に

医
療
分
野
で
は
、
皆
保
険

制
度
の
解
体
、
混
合
医
療
の

推
進
、
医
療
を
「
戦
略
産
業
」

化
し
て
い
く
攻
撃
で
す
。

誰
の
た
め
の
政
治
？
経
済
？

金
よ
り
命
！

人
間
ら
し
く
生
き
た
い
！

安
倍
政
治
は
原
発
・
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
含
め
て
、
全
て
輸
出
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
た
め
の
も
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の
と
い
う
輪
郭
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
す
。

以
上
の
情
勢
を
踏
ま
え

「
金
よ
り
命
！
誰
も
が
人
間

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を

め
ざ
そ
う
」
と
具
体
的
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
田
中
機
械
の
地

ビ
ー
ル
で
喉
を
潤
し
、
に
ぎ

や
か
に
懇
談
し
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
南
労
会
支
部
】
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●
日
時

12
月
13
日
（
土
）
10
時
開
始

■
本
集
会

13
時
よ
り

▼
会
場

田
中
機
械
構
内

港
相
互
タ
ク
シ
ー
闘
争
以
来

40
余
年
、
争
議
組
合
を
支
え
た

伝
統
の
「
団
結
も
ち
つ
き
大
会
」

を
、
今
年
も
や
り
ぬ
こ
う
！


